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1．概要
　国際電気通信連合（ITU）の電気通信標準化部門（ITU-T）
で、メタバースの安定的に安全な利用を目的として、通信
関連の国際標準化項目の明確化のための時限検討組織とし
てFocus Group on metaverse（FG-MV） が2022年12月
に設立された。2023年3月の第1回会合の後、9つの作業グ
ループ（Working Group：WG）のほぼすべてがオンライン
で議論され、2023年12月の第4回会合に引き続き、第5回
会合がケレタロ（メキシコ）で2024年3月に、第6回会合が
オンラインで4月に、第7回会合（最終会合）がジュネーブ

（スイス）で6月に開催された。本稿では、第5回、第6回、
第7回のFG-MV会合での議論内容と承認された成果文書
について概説する。

2．FG-MVの各WGでの検討状況
　2023年7月の第2回FG-MV会合で、9つのWGの設置を合
意した。各WG及びWG配下で特定のテーマを議論するTask 
Group（TG）は、オンラインでの寄書議論により、成果文

書案を作成・更新している。筆者が議長を務めるWG5（相
互接続）では、毎月1回のペースで2日間の電子会議を実施
し、3件の成果文書案を作成した。表1にFG-MVのWG構成
と議長、副議長を示す。日本からは筆者がWG5の議長、
OKIの山本氏がWG3の議長をそれぞれ務めている。

3．第5回FG-MV会議
　第5回FG-MV会議は、2024年3月5日から8日の4日間に
わたりケレタロ市（メキシコ）で開催された。本会合の参
加者は、リモート参加を合わせて237名の参加登録があり、
現地では約70名が参加した。提出された寄書数はリエゾン文
書を合わせ197件で、これらの議論の結果、13件の成果文書
案を承認した。また、5件のリエゾン文書の送付を合意した。
　本会合に併催で第4回ITUフォーラムが3月4日に開催さ
れた。今回のテーマは、Shaping the CitiVerse：People 
centred cities & virtual worldsとなっており、都市メタ
バースの活用についてラテンアメリカの取組みを中心に講演
があった。
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■表1．FG-MVのWG構成（敬称略）
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4．第6回FG-MV会議
　第6回のFG-MV会議は、2024年4月30日にオンラインで
開催された。本会合には130名が参加した。提出された寄
書数はリエゾン文書を合わせ91件で、これらの議論の結
果、2件の成果文書案を承認した。

5．第7回FG-MV会議
　FG-MVの最終会議となる第7回FG-MV会議は、2024年
6月12日と13日にジュネーブ（スイス）で開催された。本会
合の参加者は、リモート参加を合わせて231名の参加登録
があり、現地では約100名が参加した。提出された寄書数
はリエゾン文書を合わせ182件で、これらの議論の結果、
21件の成果文書案を承認した。また、7件のリエゾン文書
の送付を合意した。このうち、電気通信標準化諮問会議

（TSAG）へのリエゾン文書では、7月のTSAG会合に向け
FG-MVの最終活動報告（全7回の会合報告と52件の成果
文書を含む）の送付を合意した。
　本会合に併催して、第5回のITUフォーラムが6月13日午
後に開催され、“Integrating virtual and physical worlds 
in the metaverse with digital twin”をテーマとして主に
FG-MVの成果文書について概説があった。このフォーラム
に筆者がデジタルツインを含めたメタバースプラットフォー
ム間相互接続に関連する成果文書について概要を紹介した。
　また6月14日には、ITUを含む国連傘下の17組織が共催
する第1回の国連仮想世界の日（UN Virtual World Day）
が開催され、国連組織による持続的開発目標（SDGs）の
達成に向けた仮想世界の活用について講演があった。

6．承認された成果文書
　FG-MVでは計52件の成果文書が承認されている。表2

にこれまでFG-MVで承認された成果文書の一覧を示す。
ここでは主要な成果文書について概要を簡単に示す。

（1）FGMV-34：都市メタバース（CitiVerse）の定義

（第7回会合で承認）

　メタバースの定義（FGMV-20）に引き続きWG1（一般）
の成果文書として、CitiVerseの定義が議論された。当初の
案では、CitiVerseはメタバースのアプリケーションで、か
つ、都心部（Urban）で利用されるというものであったが、
CitiVerseはメタバースの1つの形態であること、Cityは
Urban以外も含むことなどの意見が出され、定義案がまと
まらず、2つの案を併記する形で技術レポート（Technical 

Report：TR）として承認した。今後移行先のSGで更に検
討される予定である。

（2）FGMV-29：デジタルツインを基にしたメタバースにお

ける仮想と物理世界の統合のための参照モデル（第5回

会合で承認）

　WG4（現実世界と仮想世界の統合）で検討されたFGMV-
28（デジタルツインを基にしたメタバースにおける仮想と物
理世界の統合の要求条件：技術仕様（Technical Specifi-
cation：TS）として承認）と共に、第5回会合でFGMV-29
もTSとして承認された。これはFGMV-28で特定されたデ
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■表2．第4回FG-MVまでに承認された成果文書
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ジタルツインによる仮想と現実世界を統合するメタバースの
要求条件に基づき、参照モデルを規定した文書である。議
論では、情報フローなど詳細な情報が曖昧であり完成度を

向上させる必要があるとの意見が出されたが、抽象度を上
げて参照モデルを記載することで承認された。
　この文書は、デジタルツイン自体及びメタバース自体を対
象にしているのではなく、メタバースとデジタルツイン間の
統合イネーブラーの役割を記載している。

（3）FGMV-40：メタバースアーキテクチャのマルチメディ

ア側面（第7回会合で承認）

　WG3（アーキテクチャ）の成果文書として、FGMV-40
はメタバースを実現する機能をマルチメディアサービスの側
面から整理したTSである。この文書には、メタバースを提
供するためのプレイヤの明確化から始まり、コンテンツの配
信やアバター制御などの機能配備について記載している。
基本的な構成要素は、ユーザ端末装置、センサ等の物理
デバイス、コンテンツ配信機能、サービス制御機能、ネッ
トワーク機能、メタバースを含むアプリケーション機能、管
理機能、コンテンツプロバイダ機能から成る。

（4）FGMV-43：メタバースプラットフォーム間のハイレベ

ルな相互接続アーキテクチャ（第7回会合で承認）

　筆者が議長を務めるWG5（相互接続）から、2件の文書
が承認された。そのうち、FGMV-43はメタバースプラット
フォームをまたがる場合の相互接続を実現するためのハイ
レベルなアーキテクチャをまとめたTSである。現在のメタ
バースは、単一のメタバースプラットフォーム上で複数のメタ
バースが生成され活用されている。そのため、同一のプラッ
トフォーム上の仮想空間の間であればアバターの移動やデ
ジタル資産の移送などが提供される場合があるが、異なる
プラットフォーム間ではこれらの移動は難しい。将来的に
複数のプラットフォームをまたがるプラットフォーム間の相
互接続により、ユーザの利便性が向上すると考えられる。
この相互接続の実現に必要な機能について、ドメイン、ス
テークホルダ、直接接続（相互接続用の機能を有している
プラットフォーム同士を接続する場合）と間接接続（相互
接続用機能が無いプラットフォームをメタバースブリッジ機
能により接続する場合）の機能要素、デジタルツインを活
用するメタバース間の接続を考慮した機能概要と信号シー
ケンス例をまとめている。さらに、FGMV-19（ハイレベル
要求条件）で規定した要求条件と機能の対応について整理
し、デジタルツインを活用するメタバース相互接続により実
現可能なユースケース例（排出ガスが最小となるナビゲー
ションなど）を記載している。

■表3．第5回から第7回までのFG-MVで承認された成果文書
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（5）FGMV-52：ギャップ分析のためのメタバース標準化

概観（第7回会合で承認）

　WG9（組織間協調）の成果文書として、将来のギャップ
分析のためにITU-T内外の団体で検討しているメタバース
に関連しそうな標準文書をまとめたFGMV-52がTRとして
承認された。
　議論では、元の文書名がギャップ分析となっていたが、
標準化ギャップが十分に記載されていないこと、レポート
に含まれている調査結果は非常に有用で、将来各SGでメタ
バースの標準化を推進する場合の関連検討の有無を調べる
ための基本材料となり得るとの意見があり、文書タイトルを
変更して合意した。

7．会合での出力文書
　上記の成果文書案以外に各会合でリエゾン文書送付を合
意している。特に第7回会合では、FG-MVの活動終了と今
後はITU-Tの関連するSGで標準化検討が実施されることを、
完成した52件の成果文書と共に、TSAGだけでなく関連す
るITU内外の関連組織にリエゾン文書を送付している。

8．WG5（相互接続）での検討状況
　第5回会合では、9つのWGの会議が並行して開催され
た。WG5では2セッションが開催され、2つの成果文書案

（FGMV-D5.2：メタバース間のIDの相互接続性、FGMV-D5.3：
相互接続アーキテクチャ）が更新され、WG5の成果文書案
として合意された。その後、2024年3月から5月にかけてWG5
の電子会議を数回実施し、日本（NICTやOKI）の提案を
含む多数の寄書が議論され、第7回会合の前にWG5で合意
した成果文書案をプレナリに送付している。
　なお、第6回、第7回会合ではプレナリのみ開催され、す
べてのWGの会議が開催されていない。

9．FG-MV活動終了後のメタバース標準化予定
　FG-MVの親グループであるTSAGが7月に開催され、FG-MV
のすべての成果文書が適切なSGに割り振られる予定である。
割り振られたSGでは必要に応じ成果文書を基に勧告等の
作成が検討される予定である。

10．おわりに
　メタバースにより、時間と場所を超越した仮想空間上で

新たな商取引の形態が生成され、市場が数倍にも増大す
る可能性がある。また、メタバースの仮想空間上では、全
く新たなビジネス創出の可能性もある。日本として、このビ
ジネスチャンスを創出するために、メタバースの性能を一定
以上に保つよう国際標準を設定することは必須であり、技
術だけにとどまらず、アニメ的なアバターの作成など日本の
優位な分野についても、ITU-Tの各SGでの積極的な標準
化推進が必要である。

【参考1】2024年3月の第4回ITUフォーラム

　都市のメタバース（CitiVerse）を主要テーマとしたワーク
ショップが第5回FG-MVと併催（3月、ケレタロ市）で開催
された。ケレタロ市は世界遺産を有し、観光資源保護や市
民サービス向上のために都市のメタバース化に積極的に取
り組んでおり、市長が基調講演だけでなくパネルセッショ
ンでも登壇した。このメタバースを制作しているのが第5回
FG-MVのホストとなったASTONグループである。本フォー
ラムでは、ラテンアメリカでのCitiVerseに向けた技術的、
倫理的、規制面の課題が議論された。

【参考2】2024年6月の第5回ITUフォーラム

　第7回FG-MVに併催して第5回ITUフォーラムが開催さ
れた。今回のテーマはメタバースにおけるデジタルツインの
活用であるが、関連するFG-MVの成果文書の概要紹介と
いう意味合いが強かった。日本からは筆者が登壇し、メタ
バースの相互接続における標準化の考え方やWG5の成果
文書3件の概要を紹介した。他の登壇者は、FG-MV議長、
WG4副議長、WG8議長であり、各WGの成果文書の概要
について講演があった。

【参考3】2024年6月の第1回国連仮想世界の日

　日本（総務省）からFG-MVに提示した寄書が契機の1つ
となり、ITU-Tの呼びかけにより国連傘下の17組織が共催
する形で第1回の国連仮想世界の日（UN Virtual Worlds 
Day）が第7回FG-MVと同じ会場で6月14日に開催された。
この中で国際原子力機関（IAEA）からGlobal Initiative 
on Metaverse（GI-MV）の設置が示された。明確な目的、
活動計画、組織などは不明であるが、FG-MVで構築した
関連国連組織とのメタバースの標準化に関連する分野での
協調は継続できる見込みである。
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